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平
成
24
年
度
の
武
道
必
修
化
か
ら
、

倉
敷
市
内
で
は
主
に
柔
道
、
剣
道
を
実

施
す
る
学
校
が
多
い
中
、
本
校
で
は
、

３
年
前
か
ら
柔
道
に
加
え
て
空
手
道
を

実
施
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

複
数
種
目
授
業
の
実
施
に
至
っ
た
の

は
、
日
本
の
伝
統
文
化
で
あ
る
武
道
を

よ
り
広
く
学
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
の

特
性
を
学
ん
で
欲
し
い
と
い
う
願
い
か

ら
で
あ
る
。
柔
道
と
空
手
道
を
実
践
す

る
に
あ
た
っ
て
、
学
校
所
有
の
柔
道
着

を
併
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
用
具

の
面
で
新
た
な
予
算
が
発
生
し
な
い
こ

と
も
理
由
に
挙
げ
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
武
道
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
柔
道
、
剣
道
、
相

撲
以
外
の
そ
の
他
の
種
目
に
興
味
・
関

心
を
持
っ
て
い
る
生
徒
も
多
く
お
り
、

複
数
種
目
を
実
施
す
る
意
義
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

　

特
に
、
空
手
道
に
つ
い
て
は
、「
空

手
の
形
が
か
っ
こ
い
い
」「
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
の
種
目
に
採
用
さ
れ
た
の
で
や
っ

て
み
た
い
」
な
ど
、生
徒
た
ち
の
興
味
・

関
心
が
高
い
結
果
が
窺
う
か
が
え
た
。
授
業
で

　

倉
敷
市
は
岡
山
県
の
南
部
に
位
置
し
、
人
口
48
万
人
を
擁
す
る
中
核
市
で

あ
る
。

　

本
校
は
、
倉
敷
市
の
東
北
部
に
位
置
す
る
庄
地
区
に
あ
る
。
全
校
生
徒
411

名
が
「
い
き
お
い
・
う
る
お
い
・
ま
と
ま
り
」
の
校
訓
の
も
と
、
の
び
の
び

と
育
っ
て
い
る
。

　

通
常
学
級
の
保
健
体
育
の
授
業
は
、
１
学
年
５
学
級
、
２
・
３
学
年
各
４

学
級
の
合
計
13
学
級
が
、
週
３
時
間
、
男
女
別
習
で
行
っ
て
い
る
。
こ
こ
で

は
、
授
業
に
お
け
る
柔
道
、
空
手
道
の
実
践
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

複
数
種
目
授
業
の
実
践
報
告
と
課
題
⑮
（
柔
道
・
空
手
道
）

倉
敷
市
立
庄
中
学
校　

教
諭　

伊
達　
　

洋

取
り
扱
う
空
手
道
で
は
、
基
本
の
技
、

形
、
約
束
組
手
が
中
心
と
な
り
、
組
手

も
ノ
ン
コ
ン
タ
ク
ト
（
寸
止
め
）
を
採

用
し
、
安
全
面
に
配
慮
し
た
内
容
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
体
の
接
触
を
嫌
が
る

思
春
期
の
中
学
生
で
も
安
心
し
て
授
業

に
臨
め
る
と
考
え
た
。
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オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
柔
道
の
歴

史
、
基
本
理
念
、
柔
道
衣
の
着
脱
、
礼

儀
作
法
、
基
本
動
作
及
び
基
本
と
な
る

技
の
習
得
（
受
身
、
固
技
、
投
技
）
に

つ
い
て
、
柔
道
場
で
学
習
し
た
。

　

１
年
次
に
は
、
受
身
と
固
技
を
中
心

に
練
習
を
行
っ
て
き
た
。
２
年
次
に
な

っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
学
習
に
加
え
て
、

投
技
の
学
習
に
取
り
組
ん
だ
。
投
技
に

つ
い
て
は
、
膝
車
、
体
落
、
大
腰
の
３

つ
の
技
に
絞
り
、
生
徒
の
実
態
に
応
じ

て
、「
遅
→
速
」「
低
→
高
」「
弱
→
強
」

な
ど
、
少
し
ず
つ
段
階
的
に
難
易
度
を

上
げ
て
取
り
組
ん
だ
。
こ
う
す
る
こ
と

で
、
生
徒
た
ち
は
畳
に
投
げ
ら
れ
る
恐

怖
心
や
痛
み
に
徐
々
に
慣
れ
て
い
く
こ

と
が
で
き
た
。
投
技
の
学
習
で
は
、
特

に
安
全
面
に
配
慮
し
な
が
ら
の
実
践
と

な
っ
た
。

　

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
空
手
道
の

歴
史
、
行
動
の
仕
方
、
安
全
に
関
す
る

留
意
事
項
、
礼
儀
作
法
、
基
本
動
作
及

び
基
本
と
な
る
技
の
習
得
（
突
き
、
受

け
、
蹴
り
）、
団
体
形
、
約
束
組
手
に

つ
い
て
、
柔
道
場
で
学
習
し
た
。
全
日

本
空
手
道
連
盟
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る

指
導
書
、
映
像
資
料
に
沿
っ
て
実
践
し

た
。

　

は
じ
め
に
、
突
き
、
受
け
、
蹴
り
の

基
本
動
作
に
重
点
を
置
い
て
学
習
し

た
。
気
合
い
の
入
っ
た
か
け
声
に
合
わ

せ
て
突
き
の
練
習
を
し
て
い
く
と
、
素

早
く
引
き
手
を
取
る
こ
と
が
意
識
で
き

る
よ
う
に
な
り
、
腰
の
回
転
も
使
っ
て

突
き
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
蹴
り
の
練
習
で
は
、
脚
の
可

動
域
を
意
識
し
て
、
高
く
蹴
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
体
が
ぶ
れ
な

い
よ
う
に
保
持
す
る
こ
と
で
体
幹
が
鍛

資料１　武道に関するアンケート（２年生女子 60 名）

複数種目の武道を学習してみたいですか？
はい いいえ
48 名 12 名

学習してみたい武道の種目は何ですか？
（柔道・剣道・相撲以外の種目、複数選択可）

空手道 23 名
弓　道 23 名
合気道 14 名

（少林寺拳法、なぎなた、銃剣道　各６名）

空手道を学習したいと思った理由

・空手の形を覚えてみんなでやってみたいと思ったから
・オリンピック種目に採用されたので興味をもったから
・護身に役に立つのではないかと思うから　　　　など

空手道授業（団体形の説明）

柔道授業（準備体操）

▽
柔
道
（
２
年
次
）
５
時
間

▽
空
手
道
（
２
年
次
）
５
時
間
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え
ら
れ
る
と
と
も
に
、
柔
軟
性
も
高
め

る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
え
る
。
短

い
時
間
で
も
負
荷
や
運
動
量
が
あ
り
、

左
右
の
手
足
を
均
等
に
使
用
す
る
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
全
身
運
動
と
な
っ
た
。

　

基
本
動
作
を
使
っ
て
行
う
「
基
本

形
」
の
学
習
に
取
り
組
み
、
４
人
組
で

「
団
体
形
」
を
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て

練
習
し
た
。
形
の
評
価
と
し
て
、
①
元

気
よ
く
で
き
た
か
（
気
合
）、
②
正
確

性
、
③
統
一
性
、
④
力
強
い
突
き
と
蹴

り
、
⑤
入
退
場
、
の
５
点
に
ポ
イ
ン
ト

を
置
い
た
。「
団
体
形
」
で
は
、
お
互

い
に
動
き
を
確
認
し
、
ア
ド
バ
イ
ス
を

す
る
な
ど
、
生
徒
同
士
の
学
び
合
い
が

見
ら
れ
る
。
生
徒
た
ち
は
楽
し
み
な
が

ら
意
欲
的
に
参
加
し
、
動
き
を
揃
え
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
練
習
に
取
り
組

ん
だ
。

　

生
徒
た
ち
は
、
形
の
試
合
を
通
じ

て
、
礼
儀
正
し
さ
、
勝
敗
を
競
う
楽
し

さ
、
公
正
公
平
な
態
度
を
養
う
こ
と
が

で
き
た
。
ま
た
、
練
習
中
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
活
発
に
な
り
、
形
を
教

え
合
う
姿
も
見
ら
れ
、
他
者
と
の
関
わ

り
を
通
し
て
学
習
意
欲
が
向
上
し
て
い

た
。
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こ
れ
ま
で
学
習
し
て
き
た
柔
道
に
加

え
て
空
手
道
を
実
施
し
た
が
、「
楽
し

い
」
と
感
じ
た
生
徒
が
多
か
っ
た
。
武

道
は
「
痛
い
」「
怖
い
」「
危
な
い
」
な

ど
の
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
生
徒

も
い
る
の
で
、
い
か
に
興
味
や
関
心
を

持
た
せ
、
安
全
に
指
導
す
る
こ
と
や
指

導
す
る
内
容
を
精
選
し
、
取
り
組
み
や

す
い
も
の
に
し
て
い
く
か
が
大
切
だ
と

感
じ
た
。
は
じ
め
の
授
業
で
中
学
生
の

た
め
の
空
手
道
体
育
実
技
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を

視
聴
し
、
教
師
が
模
範
演
技
を
見
せ
た

時
、
生
徒
が
歓
声
を
上
げ
る
場
面
が
あ

っ
た
。
導
入
時
に
生
徒
の
や
る
気
を
引

き
出
せ
た
こ
と
が
、
そ
の
後
の
充
実
し

た
授
業
展
開
に
つ
な
が
っ
た
。

　

ま
た
、
複
数
種
目
を
実
施
す
る
に
あ

た
っ
て
、柔
道
、空
手
道
の
「
礼
法
」「
着

衣
」
の
指
導
は
共
通
項
目
で
あ
る
の
で

時
間
短
縮
に
つ
な
が
っ
た
。
柔
道
で
学

習
し
た
「
受
身
」、
空
手
道
で
学
習
し

た
「
受
け
」
な
ど
、
自
分
の
身
を
安
全

に
処
す
、攻
撃
か
ら
身
を
守
る
な
ど「
護

資料２　空手道に関するアンケート（２年生女子 60 名）

空手道の授業の感想（複数選択可）
楽しかった 52 名
つまらなかった 2 名
勉強になった 25 名
よく分からなかった 5 名
興味がわいた 10 名
痛かった 2 名

空手道の授業で印象に残っている学習内容（複数選択可）
空手道の歴史、特性など 6 名
基本動作（突き・受け・蹴り） 40 名
団体形 46 名
約束組手 12 名

理由

・大きな声で「エイ」と声を出して、突きや蹴りの練習を
するのが気持ち良かった。

・アドバイスをしながら団体形の練習をしたので、チーム
ワークが高まった。

・入退場から息を合わせて行う団体形の試合が緊張感があ
って楽しかった。静と動を意識して、動きが揃うと達成
感がありました。

・試合で旗が上がって勝った時、とてもうれしかったです。
　他のグループの人達の形を見るのもとても勉強になっ

た。
　審判は勝敗を決める責任があるので、正しく判定しよう

としっかりと友達の形を見るように努めました。
・約束組手は、相手の攻撃に対してどのように対処するの

かが分かって楽しかった。

身
」
に
つ
な
が
る
点
は
関
連
付
け
て
指

導
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

空
手
道
の
「
団
体
形
」
の
指
導
で

は
、
生
徒
た
ち
は
よ
り
よ
い
形
を
求
め

て
グ
ル
ー
プ
で
相
談
し
、
お
互
い
の
動

き
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
、
主
体
的
に

学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
。
そ

の
結
果
、
十
分
に
指
導
で
き
て
い
な
か

っ
た
細
や
か
な
体
の
動
き
や
表
情
な
ど

に
も
こ
だ
わ
っ
た
素
晴
ら
し
い
演
技
を

作
り
上
げ
、
予
想
以
上
の
深
い
学
び
が

実
現
で
き
た
。
結
果
と
し
て
、
ア
ク
テ

ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
視
点
を
取
り
入

れ
た
授
業
展
開
と
な
っ
た
。

　

課
題
と
し
て
は
、
柔
道
・
空
手
道
を

十
分
に
学
習
し
よ
う
と
し
た
際
、
各
５

時
間
、
合
わ
せ
て
10
時
間
程
度
で
は
、

学
習
を
深
め
て
い
く
に
は
少
し
時
間
が

足
り
ず
、
生
徒
た
ち
か
ら
は
、「
柔
道

も
空
手
も
も
う
少
し
や
り
た
か
っ
た
」

と
い
う
声
が
上
が
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

指
導
す
る
内
容
を
精
選
し
た
り
、
複
数

種
目
を
実
施
す
る
の
で
単
元
授
業
数
を

増
や
し
た
り
す
る
な
ど
の
工
夫
が
必
要

で
あ
る
と
感
じ
た
。

　

柔
道
は
多
く
の
学
校
で
実
施
さ
れ
、

指
導
方
法
の
工
夫
や
実
践
報
告
が
さ
れ

て
い
る
が
、
空
手
道
は
実
施
さ
れ
て
い

る
学
校
が
ま
だ
少
な
い
。
多
く
の
学
校

で
空
手
道
が
授
業
に
取
り
入
れ
ら
れ
、

指
導
方
法
の
研
究
等
が
進
む
こ
と
が
望

ま
れ
る
。
武
道
複
数
種
目
を
実
施
す
る

た
め
の
環
境
（
道
具
・
場
所
・
教
員
）

が
整
え
ば
、
各
保
健
体
育
科
の
教
員

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
っ
た
能
力
や
研
究

心
で
授
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
生
徒

た
ち
の
複
数
種
目
を
学
習
し
た
い
と
い

う
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

◇
生
徒
の
感
想

・
柔
道
と
空
手
道
の
共
通
点
と
違
い
が

分
か
り
、
武
道
の
奥
深
さ
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
。

・
ど
ち
ら
も
礼
儀
を
重
ん
じ
る
こ
と
や

護
身
な
ど
の
自
分
の
身
を
守
る
こ
と

に
つ
な
が
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

・
柔
道
で
は
、「
自
他
共
栄
」
と
教
え

ら
れ
た
通
り
、
仲
間
を
思
い
や
り
な

が
ら
、
共
に
上
達
で
き
る
よ
う
に
協

力
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
学
ん
だ
。

・
空
手
道
で
は
、
体
格
差
が
あ
っ
て

も
、
形
の
試
合
で
は
同
じ
よ
う
に
勝

負
す
る
こ
と
が
で
き
て
楽
し
か
っ

た
。「
団
体
形
」
の
学
習
は
、
分
か

ら
な
い
こ
と
が
あ
っ
て
も
チ
ー
ム
の

仲
間
と
教
え
合
い
な
が
ら
取
り
組
め

て
楽
し
か
っ
た
。

空手道授業（団体形）空手道授業（団体形）

柔道授業（段階的な投技の学習） 柔道授業（受身の学習）
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指導計画

時
学

習
の

ね
ら

い
主

な
学

習
活

動
評

価
計

画
5

10
15

20
25

30
35

40
45

50
関

思
技

知
評

価
方

法

柔
道１

○
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

○
礼

法
○

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
○

受
け

・
柔

道
の

授
業

の
受

け
方

に
つ

い
て

・
柔

道
の

特
性

と
歴

史
に

つ
い

て
・

柔
道

着
の

着
方

と
た

た
み

方
に

つ
い

て
・

柔
道

の
礼

法
に

つ
い

て
・

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
の

方
法

と
実

践
・

受
身

を
覚

え
よ

う
。

・
受

身
の

方
法

（
後

受
身

）
○

○
行

動
観

察
学

習
ノ

ー
ト

2
○

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
○

受
身

・
後

受
身

・
横

受
身

本
時

の
説

明
ウ

ォ
ー

ミ
ン

グ
ア

ッ
プ

・
受

身
を

覚
え

よ
う

。
・

受
身

の
方

法
（

後
受

身
、

横
受

身
）

片
付

け
ま

と
め

○
○

行
動

観
察

3
○

固
技

と
そ

の
返

し
方

・
け

さ
固

・
横

四
方

固
・

上
四

方
固

本
時

の
説

明
ウ

ォ
ー

ミ
ン

グ
ア

ッ
プ

・
固

技
を

覚
え

よ
う

。
・

固
技

の
方

法
（

け
さ

固
、

横
四

方
固

、
上

四
方

固
）

・
返

技
を

覚
え

よ
う

。
片

付
け

ま
と

め
○

○
行

動
観

察

4
○

固
技

の
試

合
①

・
個

人
戦

・
審

判
法

・
試

合
の

運
営

本
時

の
説

明
ウ

ォ
ー

ミ
ン

グ
ア

ッ
プ

・
試

合
の

方
法

を
知

る
。（

背
中

合
わ

せ
長

座
姿

勢
か

ら
ス

タ
ー

ト
）

・
審

判
法

を
知

ろ
う

。
・

運
営

方
法

を
知

ろ
う

。
・

試
合

の
実

施
。（

１
人

２
～

３
試

合
）

片
付

け
ま

と
め

○
○

行
動

観
察

5
○

固
技

の
試

合
②

・
団

体
戦

・
審

判
法

・
試

合
の

運
営

本
時

の
説

明
ウ

ォ
ー

ミ
ン

グ
ア

ッ
プ

・
試

合
の

方
法

を
知

る
。（

背
中

合
わ

せ
長

座
姿

勢
か

ら
ス

タ
ー

ト
）

・
審

判
法

を
知

ろ
う

。
・

運
営

方
法

を
知

ろ
う

。
・

試
合

の
実

施
。（

チ
ー

ム
に

分
か

れ
て

２
試

合
）

片
付

け
ま

と
め

○
○

行
動

観
察

学
習

ノ
ー

ト

空
手

道
6

○
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

・
空

手
道

の
特

性
と

歴
史

○
基

本
動

作
・

礼
法

、
立

ち
方

、
突

き

・
空

手
道

の
授

業
の

受
け

方
に

つ
い

て
・

空
手

道
の

特
性

と
歴

史
に

つ
い

て
 

・
映

像
資

料
の

視
聴

・
空

手
道

の
礼

儀
に

つ
い

て
・

基
本

動
作

を
覚

え
よ

う
。（

礼
法

、
立

ち
方

）
・

突
き

を
覚

え
る

。（
中

段
突

き
）

片
付

け
ま

と
め

○
○

行
動

観
察

学
習

ノ
ー

ト

7
○

基
本

動
作

・
突

き
（

中
段

）
・

受
け

（
下

段
、

上
段

）
・

蹴
り

（
前

蹴
り

）
本

時
の

説
明

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ

・
基

本
動

作
を

覚
え

よ
う

。
・

突
き

（
中

段
突

き
、

順
突

き
、

逆
突

き
）

・
受

け
（

前
屈

下
段

受
け

、
上

段
上

げ
受

け
）

・
蹴

り
（

中
段

前
蹴

り
）

片
付

け
ま

と
め

○
○

行
動

観
察

8
○

基
本

形
１

、
２

・
突

き
（

中
段

）
・

受
け

（
下

段
・

上
段

）
・

蹴
り

（
前

蹴
り

）
本

時
の

説
明

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
・

基
本

形
を

覚
え

よ
う

。
（

Ｄ
Ｖ

Ｄ
の

視
聴

）
・

基
本

形
１

，２
を

覚
え

る
。

・
グ

ル
ー

プ
に

分
か

れ
て

形
の

練
習

を
す

る
。

片
付

け
ま

と
め

○
○

行
動

観
察

9
○

団
体

形
・

入
退

場
の

練
習

・
評

価
基

準
・

審
判

法
本

時
の

説
明

ウ
ォ

ー
ミ

ン
グ

ア
ッ

プ
・

入
退

場
を

覚
え

る
。

・
 形

の
評

価
の

基
準

を
理

解
す

る
。

・
グ

ル
ー

プ
に

分
か

れ
て

形
の

練
習

を
す

る
。

  
・

入
退

場
か

ら
基

本
形

１
，２

を
実

践
す

る
。

片
付

け
ま

と
め

○
○

行
動

観
察

10
○

団
体

形
の

試
合

・
審

判
法

・
試

合
の

運
営

方
法

本
時

の
説

明
ウ

ォ
ー

ミ
ン

グ
ア

ッ
プ

・
団

体
形

の
試

合
を

行
う

。（
各

グ
ル

ー
プ

２
試

合
）

・
審

判
、

試
合

の
運

営
を

行
う

。
片

付
け

振
り

返
り

シ
ー

ト
ま

と
め

○
○

行
動

観
察

学
習

ノ
ー

ト

○
武
道
授
業
計
画
表

（
柔

道
・

空
手

道
）




